
2023年度チャレンジ講座（第8回）を実施しました

9月27日（水曜日），第8回（理系第4回）のチャレンジ講座を

実施しました。今回は理工学部電気エネルギー・電子工学プロ

グラムの槌田雄二先生が「モータの仕組みと電気磁気の現象」

というテーマで講義を行い，17校192名の高校生がオンライン

で受講しました。

まず先生はご自身の経歴や研究テーマについて説明され，研究成果の

一例としてJAXAでは他大学や企業と協力して世界トップレベルの高効率

モータを実現したことを紹介されました。続いて「電気機器工学」とい

う学問の目標を話され，例えば「全てのモータの能率が1%向上すると，

中規模の発電所が数基不要になる」ことを紹介して研究の意義を説明さ

れました。

講義は参加している高校生とのやりとりを交えて進められました。内

容は主に誘電モータの原理と構造について，「フレミングの左手の法則」

など高校までに学習する事柄をおさらいしながら，丁寧な解説がなされ

ました。順を追ってわかりやすく説明していただき，交流電流を使って

電気的に回転する磁石をつくれることが理解できるお話でした。高校生

にとっては，全体として難しくても，高校で学習した事柄が基になって

いることがわかり，高校での学びが大学につながることがあらためて確

認できたのではないでしょうか。

参加者からの先生への質問も出され，参加した高校生の関心の高さがう

かがわれました。事後アンケートでは，受講した高校生から「電気とモー

タが強い結びつきがあるのは知っていたが，モータが日常生活の中でどれ

だけ重要なのか知らず，モータの効率で電力消費量をかなり減らせること

など様々なことを初めて知れたのでよかった」，「『機器』について、豆知

識のように成り立ちが分かって面白かった。モータの効率が1％上がるだ

けでどれほど違うのかを具体例を交えて理解できたのがとても良かった。

電磁誘導などの中学理科でも理解できるようにして頂いたのもとても良か

ったです」，「大学での講義は高校の内容が必要ということがわかったの

でしっかり勉強したいと思いました」，「物理法則や三角関数などの知識

がまだ自分には足りないので、定着できるようにもっと勉強しておきたい

です。」などの感想が寄せられました。


